
統計データでみる沖縄の農林水産業

主催：沖縄総合事務局 農林水産部

「消費者の部屋」特別展示

～10月18日は「統計の日」～



　総世帯数
　総農家数
　林家数
　漁業経営体数
（漁業経営体数は、事業所を含む。）

【総生産(平成30年度)】
　県内総生産 4兆5,056億円
　　第１次産業 606億円
　　（農業・林業・水産業） 　 　 　  　 　
　　第２次産業 8,061億円
　　（鉱業・製造業・建設業）
　　第３次産業 3兆6,625億円
　　（サービス業等）

　1人当たり国民所得

　

　

320万円

■総生産割合

注：単位未満の数値は四捨五入しています。

資料： 総土地面積は、国土地理院『令和３年全国都道府県市区町村別面積調』（４月１日時点）。林野面積、総農家数、林家数は、農
林水産省大臣官房統計部『2020年農林業センサス』。耕地面積、田耕地面積は、農林水産省大臣官房統計部『令和２年耕地面積調
査』。人口及び世帯数は、総務省統計局『令和２年国勢調査』、就業者数は、総務省統計局『平成27年国勢調査』。漁業経営体数
は、農林水産省大臣官房統計部『2018年漁業センサス』。総生産は、内閣府経済社会総合研究所『平成30年度国民経済計算』、沖
縄県『平成30年度県民経済計算(県民所得統計)』。----------------------------------------------------------------------
-------------------------------------------------------------------------------------------------

2,733経営体

■就業者

　　※輸入品に課される税等を算入していない

　　ため、計と内訳が一致しません。

　1人当たり県民所得 239万円

■総人口・総世帯数の動き

229戸

　　第１次産業就業者数 26,593人
　　第２次産業就業者数 81,508人
　　第３次産業就業者数 433,334人
  （総就業者数は分類不能産業を含む。）

【世帯数】
612,749世帯

14,747戸

　総就業者数 589,634人

　林野面積 115,602ha

【人口・就業者数】
　総 人 口 1,468,410人
　　男性人口 722,932人
　　女性人口 745,478人

　総土地面積 228,254ha
　耕地面積 37,000ha
　田耕地面積 817ha

【面　積】

１ 　沖縄県の概況
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■面積、人口、総生産等 ■面積
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資料：農林水産省大臣官房統計部『農林業センサス』  

農業経営体数、基幹的農業従事者数
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基幹的農業従事者の推移と65歳以上の割合

65歳以上の割合（沖縄）

(％)

65歳以上の割合（全国）

(千人)

－ 沖縄県の農業経営体数及び基幹的農業従事者数は減少傾向 －

※基幹的農業従事者数とは、15歳以上の世帯員のうち、普段の仕事として主に自営農業に従事

している者をいいます。

65

令和２年平均年齢：65.9歳
（参考）全国：67.8歳

令和２年の農業経

営体数は１万

1,310経営体
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　※ 畑面積は、さとうきびや野菜などを作付けする普通畑と、樹園地、牧草地の合計です。

5,520   

37,200  

       資料：農林水産省大臣官房統計部『耕地面積調査』
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－ 畑の約80％が普通畑で、牧草地は16％ 。樹園地は減少傾向 －
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　       水稲の作付面積及び収穫量

資料：農林水産省大臣官房統計部『水稲調査』
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水稲の作付面積、収穫量の推移

一期稲(作付面積)

二期稲(作付面積)
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－ 平成２年産 作付面積及は減少、収穫量は増加 －

沖縄ではお米を年２回

作付しています。

昭和48年産の収穫量に比べ、
令和２年産は５割以下となっ
ています。
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資料：農林水産省大臣官房統計部『甘味資源作物調査』

さとうきびの収穫面積、10ａ当たり収量及び収穫量の推移
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昭和60年産は収
穫面積、収穫量
とも高い値で

す。

令和２年産は、昭和60
年産に比べ収穫面積で
約４割、収穫量は約５
割減少しました。

－ 令和２年産の収穫量は前年産に比べて20％増加 －
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資料：農林水産省大臣官房統計部『農業経営統計調査　さとうきび生産費統計』

さとうきび生産費（10アール当たり）

－ 令和２年産は前年産に比べ減少 －
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※ 野菜生産出荷統計は全国統一で調査する品目が対象で、ゴーヤー、へちま等は含まれていません。

野菜の作付面積及び収穫量

　資料：農林水産省大臣官房統計部『野菜生産出荷統計』
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 パインアップルの収穫面積、収穫量及び出荷量
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資料：農林水産省大臣官房統計部『果樹生産出荷統計』
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花き(切り花類)の作付面積及び出荷量

  資料：農林水産省大臣官房統計部『花き調査』
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昭和53年
の作付面
積は42ha
でした。

－ 令和２年産きくの出荷量は前年産に比べ４％減少 －

作付面積は近年は横ばい
で、出荷量は前年に比べ
9%減少しています。

昭和53年
の作付面
積は15ha
でした。

0
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資料：農林水産省大臣官房統計部『畜産統計調査』

家畜の飼養戸数及び飼養頭羽数

１ 乳用牛 － 飼養戸数が減少、大規模化が進む －

２ 肉用牛 － 飼養戸数が減少、大規模化が進む －
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肉用牛の飼養戸数及び飼養頭数の推移 飼養戸数
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令和３年の飼養戸数
は、昭和48年と比べ
256戸（80％）減少
しました。

一戸当たり飼養頭数は、
昭和48年の９頭から令和
３年の67頭と約７倍に増
加しました。

令和３年の飼養頭数
は８万1,900頭で、昭和
48年の２万５千頭に比
べ約３倍増加しまし

一戸当たり飼養頭数
も36頭になり、昭和
48年の３頭より大幅
に増加しました。



　 　

　 　

資料：農林水産省大臣官房統計部『畜産統計調査』

３ 豚 － 飼養戸数が減少、大規模化が進む －

４ 採卵鶏 － 飼養戸数が減少、大規模化が進む －
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採卵鶏の飼養戸数及び飼養羽数の推移 飼養戸数
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）

昭和48年の飼
養戸数は、約
１万７千戸あ
りました。

令和３年の一戸当たり飼養頭数
は904頭で、昭和48年の10頭に
比べ大幅に増加しています。

令和３年の一戸当たり
飼養羽数は３万1,000
羽で、昭和48年に比べ
て大幅に増加していま
す。

昭和48年の飼養戸数は
3,180戸ありましたが、
令和３年は40戸と大幅に
減少しています。

（
飼
養

戸
数
・
飼
養
頭
数
）
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資料：農林水産省大臣官房統計部『牛乳乳製品統計調査』

生乳及び飲用牛乳等の生産量

1 生乳の生産量及び処理量 － 近年は同水準で推移 －

2 飲用牛乳等生産量 － 近年は牛乳の割合が高く推移 －
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生乳生産量の推移

（
生
乳
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）

(千ｔ)

令和２年は昭和49年
に比べると約６倍に
なっています。

牛乳の割合が高まり、
近年は８割程度で推移
しています。（

飲
用
牛
乳
等
生
産
量
）



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

資料：農林水産省大臣官房統計部『生産農業所得統計』

農　業　産　出　額
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(

農
業
産
出
額)

(

部
門
別
構
成
比
）

(億円)

果実

花き

農業産出額及び部門別構成比の推移

１ － 工芸農作物（さとうきび等）の構成比は縮小、肉用牛は拡大の傾向 －

令和元年 個別農産物の農業産出額の順位（３０位まで）

２ － 個別農産物の産出額は、上位１０品目で約８割を占める。－

農業産出額

肉用牛から、ブロイラー
までの１０品目で産出額
の約８割を占めてます。

復帰後最高の
１，１６０億
円となってい

前年に比べ11億円
（1.1％）減少しま
した。昭和４８年以降、肉用牛

の割合が高くなっていま
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資料：農林水産省大臣官房統計部『青果物卸売市場調査』
※ 令和２年は概数値

青果物の卸売数量及び卸売価格

１ 卸売数量 － 野菜、果物ともに前年と比べ減少 －

２ 卸売価格 － 野菜、果実ともに前年に比べ上昇 －
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青果物卸売数量の推移（万トン）

１kg当たり卸売価格は、前年より上昇しています。
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資料：農林水産省大臣官房統計部『海面漁業生産統計調査』、『漁業産出額』

資料：農林水産省大臣官房統計部『海面漁業生産統計調査』、『漁業産出額』

　海面漁業生産量及び海面漁業産出額
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令和元年のもずくの全

国シェアはほぼ100％

で日本一のもずくの産

地。
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(億円)(千t) 漁獲量と産出額の推移

その他
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いか類
その他の魚類
かつお類
まぐろ類

1 海面漁業 － 漁獲量の６割がまぐろ類 －

２ 海面養殖業 － 日本一のもずくの産地 －

（
漁
獲
量
）

（

収
獲
量
）

（
産
出
額
）

（
産
出
額
）

0

昭和48年の漁獲量

は、かつお類が５割

令和元年はまぐろ

類の割合が６割

も
ず
く

か

つ

お

類

ま
ぐ
ろ

類

産出額



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

資料：農林水産省大臣官房統計部『農林業センサス』
注：林家とは、調査期日現在の保有山林面積が１ha以上ある世帯をいいます。

　

資料：農林水産省大臣官房統計部『林業産出額』

林野面積・林家数及び林業産出額

124
115

111 111 111

116

1,332

1,546

1,231

726

397
229

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

 0

 20

 40

 60

 80

 100

 120

 140

昭.55 平.２ 12 22 27 令.２

林野面積及び林家数の推移

(千ha)
林野面積は、５千ｈａ増加し
ています。
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林業産出額の推移

木材

薪炭

栽培きのこ類

(千万円)

１ 林野面積及び林家数 － 林野面積及び林家数ともに減少 －

林業産出額 － 令和元年は６億８千万円で過去最高 －２

(戸)

（
林
野
面
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）

（
林
家
数
）

林家数

林
野
面
積
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資料：農林水産省大臣官房統計部『６次産業化総合調査』

６次産業化の年間販売金額及び事業体数

※平成27年度調査から漁家民泊及び漁家レストランを追加。
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(100万円)

農業生産関連事業年間販売金額及び事業体の推移

１ － 年間販売金額は前年度に比べ約５％減少 －

２ － 年間販売金額前年度に比べ減少 －

年間販売金額は、平成
29年をピークに減少傾
向で推移しています。

直売所が多く、その次に加工で
全体の９割を占めています。
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漁業生産関連事業年間販売金額及び事業体の推移
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統計の日の由来
ゆ ら い

『我が国における近代統計のはじまり』

明治政府は明治３年９月に各府県に対

して管内の山川海陸の物産等の生産高を

とらえる「府県物産表調査」を開始しま

したが、これが我が国最初の近代的生産

統計といえます。

この「府県物産表」を作成する太政官

布告が公布された明治３年９月 24日(太
陰暦)を現在の太陽暦に換算した 10月 18
日を「統計の日」として、統計の重要性

に対する国民一般の関心と理解を深め、

国や都道府県、市町村が実施する統計調

査に対する国民のより一層の協力を推進

することを目的として、昭和 48年７月３
日の閣議で定められました。


